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2022 年 03 月 04 日 学習の森中ノ沢渓谷森林公園報告 ver２２ 

R-keititu R04.01.29～03.04 記録 

                      R04.03.07up 

０１ 暦では啓蟄､蟄虫啓戸（すごもりむしとをひらく）冬籠りの虫が出て来る

とあります。 

阿賀町中ﾉ沢は 3 月 04 日（金）この日だけが好天予報、早朝訪れることとしまし

た。金曜日なので、森林科学館「お山の森の木の学校の明石代表」には、伺う旨前

日連絡を取りました。朝早くであればカスターニエ奥樹木観察は、雪の上初春の堅

雪「凍み渡り」ができるかもしれないとひそかに期待して出かけました。 

   

０２ カスターニエ奥雪原の樹木観察は 1 月末から 3 月にかけて 5 回ほど訪れ

たことになります。 

注目している樹木は、入口から順にトチノキ、オニグルミ、キハダ、ヤチダモを

中心に、樹木の冬芽が膨らみ、花が咲いて実がなってそして紅葉と春夏秋冬を観る

ことにあります。その観察結果、いわゆる一般に広葉樹とひとまとめに括ります

が、小さな観察範囲でも、多様な樹木を観ることができます。3 月 4 日は「お山の

森の木の学校 明石浩見代表」から続く森林公園のご案内をいただきました。 

その際のコースを、森林公園の初期の頃作成の案内図と山旅ロガー記録をカシミー

ル 3D でお示しします。         下図は、森林科学館提供の施設案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
カスターニエ奥は、

ここら辺りです 
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2022-03-04 カスターニエ奥樹木観察.png  

 

 

０３ この雪中歩行は山旅ロガー起動して履歴と撮影位置を記録しました。 

     この真冬の風景が春になって芽が膨らみどのように変わっていくのか！ 

     入口から番号順に奥へと進んで行きます. 

０３－１ カスターニエ入口の風景 

 写真左側のスモモの樹に注目しました、冬芽膨らみが気になります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m カスターニエの入口 左スモモ 道路 右クルミ  R04.02.12AM0740 
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０３－２ 左トチノキ 右カスターニエの見える風景 

 

m 02 DSC_8890 カスターニエ入口 トチノキ冬芽 R04.02.26AM0734 

  そして 3 月、早朝凍み渡りができる状況になりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

m カスターニエ駐車場トチノキ冬芽 R04.03.04AM0731 

  トチノキの冬芽の状況こんなにも大きくなった。 

   s 02-3 DSC_9115 カスターニエ駐車場 

トチノキ冬芽拡大 R04.03.04AM0756 

０３－３ カスターニエ建物は屋根雪が雪原と一体化 

 

 

 

 

 

 

 

m 03 DSC_8892 トチノキ イチョウ ヤエサクラ ゴヨウマツ コナラ大木サルナシ巻付 

左に小さくイロハモミジ R04.02.26AM0738 
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０３－３－２ 少し、樹木に寄って拡大して見ます 

                           

 

 

 

      ﾔｴｻﾞｸﾗ                       ｻﾙﾅｼ冬芽 

                       ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 

０３－４ 凍み渡る雪の平原を行きます 

 

m 04 DSC_9085 左からヤエザクラ 真中スモモ 右オニグルミ R04.03.04AM0736 

０３－５ 更に進みます 

 
m 05 DSC_9086 左ホオノキ 少し右後ろクリ 真中右クリ R04.03.04AM0737 

０３－６ 更に進みます 

 

m 06 DSC_8926 左バッコヤナギ 右正面バッコヤナギ R04.02.26AM0803 

傍によって、見ている

と春に向かっての胎

動がわかります。樹木

が生きているという

ことを感じます。 
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０３－６－２ バッコヤナギに寄って見ますね 

 

 

 

 

 

ｓ 06-2DSC_8929 バッコヤナギ 

枝先冬芽 R04.02.26AM0804 

 

 

 

             

  s 06-2 DSC_8935 バッコヤナギ冬芽赤く膨らみ R04.02.26AM0810 

０３－７ 更に進みます 早朝で画面が少し暗いですが 

 

m 07 DSC_9088  左①バッコヤナギ 中央左②バッコヤナギ 中央右③オニグルミ 右根

元④ヤマグワ 右⑤オニグルミ R04.03.04AM0738 

０３－８ （０３－７の中央右③オニグルミの枝張りがとても美しい） 

 

s 08 DSC_9091 中央右③オニグルミ 太幹  R04.03.04AM0739 

 

四季の山野草の説明では、「「跋扈」と

は悪いものが思うままに勢力をふるう

という意味だが、「婆ッコ柳」と書かれ

ることもあるが、こちらのほうが判り

やすい。」とある｡ 

左写真から、木の幹から無数に出る小

枝が煩く目に映る、一方早春の赤い芽

吹きはとてもうれしい。 
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０３－９ 自然に放置されているキハダ右はサクラ 

 
m 09 DSC_8956  キハダ全景 右サクラ R04.02.26AM0823 

 

０３－９－２ 上記キハダの枝先      ０３－９－３ サクラ樹形 

冬芽の美しさ 

 

 

 

 

 

 

 

s 9-2 DSC_8960 キハダ冬芽綺麗  

R04.02.26AM0824 

 

 

 

s 9-3 DSC_9096  右桜全形  

R04.03.04AM0742 
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０３－１０ キハダ横からヤチダモのある風景全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m 10 DSC_8964 キハダ横からヤチダモのある風景全景 左①ヤナギ ②ヤナギ③ミズキ 

④ヤチダモ ⑤アカマツ ⑥クリ ⑦バッコヤナギ R04.02.26AM083 

０３－１０－２ ヤチダモに注目して 

                      

 

 

 

 

 

                      

                      s 10-2 DSC_8969 ④ヤチダモ冬芽 

R04.02.26AM0833 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

s 10-2 DSC_8965  ④ヤチダモ  

R04.02.26AM0831 

 

2021 年 04 月 25 日のことでした。 

その時のヤチダモの花がとても素敵、

今回のカスターニエ奥の樹木調査の

きっかけとなりました。 

 

S 10-3 DSC_4295 ヤチダモ花 

R03.04.25AM0730 
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０３－１０－３ ミズキの枝先に赤枝の冬芽がとても素敵でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

s 10-3 DSC_8970             s 10-3-2 DSC_8971 ③ミズキ冬芽 R04.02.26AM0835 

 ③ミズキ R04.02.26AM0834   

 

０３－１０－４ バッコヤナギ ０３－１０－５ アカマツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                   s 10-5 DSC_8830 ⑤アカマツ 

R04.02.19AM0820 

 

 

 

 

 

 

 

s 10-4 DSC_8972 ヤナギ                  s 10-5-2 DSC_8832 ⑤アカマツ二葉松   

R04.02.26AM0836                                            R04.02.19AM0821 
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０３－１０－６ クリ        ０３－１０－７ バッコヤナギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

s 10-6 DSC_8833 ⑥クリ                             s 10-7 DSC_8840 

⑦バッコヤナギ R04.02.19AM0822                    ⑦ヤナギ R04.02.19AM0824 

 どちらの樹木も地主不在未管理放置状態、蔓に絡まれ瀕死の状況である。 

 

０３－１１ 中央奥一塊の樹木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m 11 DSC_9100 中央奥一塊の樹木 左から①ホオノキ ②ヤマグワ ③ミズキ ④ヤナギ 

⑤クリ ⑥後ヤナギ R04.03.04AM0744 
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０３－１２ 中ノ沢川岸のサクラ樹木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m 12 DSC_9101 中ノ沢川岸の？サクラ R04.03.04AM0745 

０３－１３ 中ノ沢川岸のいろいろ樹木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m 13 DSC_9102 左サクラ 中央左コナラ 右スギ 右バッコヤナギ 右バッコヤナギ 

R04.03.04AM0745 

 昔森林公園整備当初は、中ノ沢川両岸の護岸に沿って、森林を訪れる人々が散策した

であろう“径”は管理することもなくやぶと蔓に阻まれ樹が泣いている。 

 今回、１ケ月雪原を追いかけてみた。人々が散策する道・小径にするためにはどう

したら良いのか、カンジキを履き、呟きながら歩いた。 

結論「私にできることがあれば少しずつ取り組んでみよう、蔓伐採、草刈＆HPup

等々実行あるのみ」です。 



11 

 

０４ 雪原の凍み渡りから一転、今は訪れる人もいなくなった野鳥の森の小高

い丘 197m へ、お山の森の木の学校明石浩見代表からご案内いただいた。 

０４－１ カスターニエ裏の素敵な樹に出会う 

 

m 14 DSC_9117 カスターニエ背後のスギ高木の前にクリ大樹その１ 此処も森林公園 

R04.03.04AM0759 
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０４－２ カスターニエ裏の素敵な樹に出会う、その２ 

 
m 15 DSC_9119 カスターニエ背後のスギ高木の前にクリ大樹か?その２ 

R04.03.04AM0800 

 

０４－３ 野鳥の森に囲まれた小突起▲１９７ｍ頂上はアカマツと萌芽した小

さい樹木がありました。 

 

 
m 16 DSC_9122 小頂上▲197m 展望台 裾野は野鳥の森 頂上の小樹木 

タムシバ､リョウブ､ホオノキ､コシアブラ R04.03.04AM0815 
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０４－４ 頂上から樹間越しに見る裏五頭稜線 

 

m 18 ｰ 1 DSC_9134 小頂上▲197m 展望台から樹幹越しに見る裏五頭稜線 

  R04.03.04AM0825 

 

m 18-2 DSC_9135 小頂上▲197m 展望台から樹幹越しに見る裏五頭稜線 

  R04.03.04AM0825 
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０４－５ 小突起下山後、雪原に着いたら其処にも素敵な出会いがありました 

０４－５—１ キブシ冬芽      ０４－５－２ オオカメノキ冬芽 

 

 

 

 

 

 

 

s 20 DSC_9138 キブシ冬芽                 s 21DSC_9141 オオカメノキ冬芽 

R04.03.04AM0840                           R04.03.04AM0841 

０４－５－３ ヤチダモ幼樹     ０４－５－４ ツルウメモドキ 

 

 

 

 

 

 

 

s 22 DSC_9143 ヤチダモ小樹冬芽           s 23DSC_9148 ツルウメモドキ冬芽 

                  R04.03.04AM0843                          R04.03.04AM0848 

 

 

０５ 冬の雪原に遊びました。道から僅か立ち入った先奥は、手入れはされて 

いないが素敵な樹木との出会いがありました。 

 凍み渡りを利用しての雪原歩き快適でした。 

頂上から樹間越しに裏五頭眺望、とても素敵で新鮮な時間をすごさせていた

だいた。中ノ沢渓谷森林公園に感謝！ 

 

 

                                  R04.03.07up 


